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足リスクにどのように対処してきたのかを、 2005 年から 2008 年までのシナゾングウ
ェ地区の事例をもとにそのプロセスを分析した． 
その結果、調査村に暮らす農民は、多岐にわたる気候変動に対する事前的対策を取
っていることがわかった。さらに実際の気候変動の影響が多雨によって顕在化した後
にも、耕作パタンだけでなく、それまでに蓄えてきた資材の売買などの多岐にわたる
対処行動をとることがわかった。これらの成果から、アフリカ農村社会のレジリアン
スにおいては，農村内部の農民世帯だけでなく，より広いコンテクストを視野に入れ、
自然環境から社会制度に至る生活にかかわるさまざまな状況の時系列かつ詳細解析が
重要であることわかった。  
